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■
展
示
室
１

―
近
代
の
日
本
画

❶	

寿
老
図
　
荒
木
寛
畝
筆	
大
正
元
年（
一
九
一
二
）

❷	

相
撲
人
物
素
描
　
橋
本
雅
邦
筆	

　
明
治
時
代
・
十
九
〜
二
十
世
紀
　大
東
急
記
念
文
庫
蔵

❸	

似
雲
像
　
富
岡
鉄
斎
筆	

大
正
時
代
・
二
十
世
紀

❹	

獅
子
舞
　
竹
内
栖
鳳
筆	

昭
和
時
代
・
二
十
世
紀

❺	

夏
の
ひ
と
と
き
　
寺
崎
広
業
筆	

★
　
大
正
時
代
・
二
十
世
紀

❻	

寒
山
拾
得
　
寺
崎
広
業
筆	

大
正
時
代
・
二
十
世
紀

❼	

蘇
東
坡
　
寺
崎
広
業
筆	

大
正
時
代
・
二
十
世
紀

❽	

慈
悲
薬
王
　
小
川
芋
銭
筆	

昭
和
時
代
・
二
十
世
紀

❾	

観
音
　
横
山
大
観
筆	

大
正
五
年（
一
九
一
六
）頃

❿	

達
磨
　
横
山
大
観
筆	

大
正
十
二
年（
一
九
二
三
）

⓫	

臨
済
　
下
村
観
山
筆	

大
正
五
年（
一
九
一
六
）頃

⓬	

舟
子
　
下
村
観
山
筆	

大
正
九
年（
一
九
二
〇
）頃

⓭	

晴
静
　
下
村
観
山
筆	

大
正
十
四
年（
一
九
二
五
）頃

⓮	

焚
火
　
川
合
玉
堂
筆	

★
　
明
治
三
十
六
年（
一
九
〇
三
）

⓯	

四
手
網
　
川
合
玉
堂
筆	

昭
和
時
代
・
二
十
世
紀

⓰	

月
下
佳
人
　
上
村
松
園
筆	

昭
和
十
二
年（
一
九
三
七
）頃

⓱	

上
臈
の
図
　
上
村
松
園
筆	

★
　
昭
和
十
二
年（
一
九
三
七
）頃

⓲	

聖
徳
太
子
像
　
吉
川
霊
華
筆	

明
治
四
十
三
年（
一
九
一
〇
）

⓳	

阿
弥
陀
来
迎
図
　
木
村
武
山
筆	

昭
和
時
代
・
二
十
世
紀

⓴	

不
動
明
王
　
木
村
武
山
筆	

昭
和
時
代
・
二
十
世
紀

�	
虫
売
　
伊
藤
小
坡
筆	

昭
和
七
年（
一
九
三
二
）頃

�	

観
世
音
菩
薩
　
荒
井
寛
方
筆	

昭
和
十
二
年（
一
九
三
七
）

�	

雪
　
鏑
木
清
方
筆	

昭
和
三
十
年（
一
九
五
五
）

�	

紅
葉
を
焚
く
　
鏑
木
清
方
筆	

昭
和
時
代
・
二
十
世
紀

�	

光
明
皇
后
御
影
　
菊
池
契
月
筆	

昭
和
時
代
・
二
十
世
紀

�	

古
田
織
部
像
　
菊
池
契
月
筆	

昭
和
時
代
・
二
十
世
紀

�	

喜
雨
亭
　
冨
田
溪
仙
筆	
昭
和
時
代
・
二
十
世
紀

�	

衣
川
合
戦
　
小
山
栄
達
筆	

昭
和
時
代
・
二
十
世
紀

�	

朧
春
　
松
岡
映
丘
筆	

昭
和
時
代
・
二
十
世
紀

�	

祭
の
使
　
松
岡
映
丘
筆	

昭
和
時
代
・
二
十
世
紀

�	

春
江
尋
花
図
　
橋
本
関
雪
筆	

昭
和
時
代
・
二
十
世
紀

�	

菊
慈
童
　
安
田
靫
彦
筆	

昭
和
十
四
年（
一
九
三
九
）

�	

菩
薩
思
惟
　
安
田
靫
彦
筆	

昭
和
三
十
二
年（
一
九
五
七
）

�	

達
磨
　
安
田
靫
彦
筆	

昭
和
時
代
・
二
十
世
紀

�	

聖
徳
太
子
御
影
　
安
田
靫
彦
筆	

昭
和
時
代
・
二
十
世
紀

●
展
示
替
の
た
め
休
館
＝
二
〇
二
三
年
六
月
十
九
日［
月
］―
六
月
二
十
三
日［
金
］

●
次
回
展
示
＝［
館
蔵
］古
鏡
展
―
め
で
た
い
鏡
の
世
界　

二
〇
二
三
年
六
月
二
十
四
日［
土
］―
七
月
三
十
日［
日
］

●
休
館
日
＝
毎
月
曜
日

●
都
合
に
よ
り
予
告
な
く
一
部
展
示
替
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

★
印
は
絵
葉
書（
一
枚
八
〇
円
）に
な
っ
て
い
ま
す
。
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�	
鎌
倉
右
大
臣
　
安
田
靫
彦
筆	

昭
和
時
代
・
二
十
世
紀

�	

粧
い
　
前
田
青
邨
筆	

昭
和
時
代
・
二
十
世
紀

�	

那
須
与
一
宗
隆
　
前
田
青
邨
筆	

昭
和
時
代
・
二
十
世
紀

�	

武
将
拝
朝
図
　
川
端
龍
子
筆	

昭
和
時
代
・
二
十
世
紀

�	

大
日
如
来
尊
像
　梥
本
一
洋
筆	

昭
和
十
九
年（
一
九
四
四
）

�	

梅
　
太
田
聴
雨
筆	
昭
和
時
代
・
二
十
世
紀

■
展
示
室
２
・
前
室

―
棟
方
志
功
と
ゆ
か
り
の
人
々

�	

摩
訶
迦
葉
の
柵
　
二
菩
薩
釈
迦
十
大
弟
子
の
内
　
棟
方
志
功
画

	
	

昭
和
十
四
年（
一
九
三
九
）画
　
昭
和
三
十
二
年（
一
九
五
七
）摺

�	

文
殊
菩
薩
の
柵
　
二
菩
薩
釈
迦
十
大
弟
子
の
内
　
棟
方
志
功
画

	
	

昭
和
二
十
三
年（
一
九
四
八
）改
刻

�	

鯉
　
棟
方
志
功
筆	

昭
和
二
十
五
年（
一
九
五
〇
）頃

�	

観
音
像
　
棟
方
志
功
筆	

昭
和
二
十
五
年（
一
九
五
〇
）頃

�	

如
是
而
去
　
棟
方
志
功
画	

昭
和
三
十
八
年（
一
九
六
三
）

�	

四
君
子
　
棟
方
志
功
画
・
大
澤
竹
胎
書	

昭
和
二
十
四
年（
一
九
四
九
）頃

�	

「
な
つ
の
ぬ
の
」　
棟
方
志
功
画
・
大
澤
竹
胎
書	

昭
和
二
十
四
年（
一
九
四
九
）頃

�	

女「
天
に
華
」　
大
澤
竹
胎
画	

昭
和
二
十
九
年（
一
九
五
四
）

�	

女「
か
み
つ
け
ぬ
」　
大
澤
竹
胎
画	

昭
和
三
十
年（
一
九
五
五
）

�	

白
釉
面
取
壺
　
河
井
寬
次
郎
作	

昭
和
時
代
・
二
十
世
紀

�	

柿
釉
面
取
花
瓶
　
濱
田
庄
司
作	

昭
和
時
代
・
二
十
世
紀

�	

掛
分
指
描
花
瓶
　
濱
田
庄
司
作	

昭
和
時
代
・
二
十
世
紀

�	

掛
分
釉
指
描
大
鉢
　
濱
田
庄
司
作	

昭
和
時
代
・
二
十
世
紀

�	

『
五
島
慶
太
の
追
想
』　
棟
方
志
功
装
訂	

昭
和
三
十
五
年（
一
九
六
〇
）

■
展
示
室
１

―
文
房
具
―
硯
・
墨　
宇
野
雪
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

硯�	

端
渓
緑
石
蘭
亭
硯	

明
時
代
・
十
五
〜
十
六
世
紀

�	

端
渓
老
坑
水
巖
琴
硯	

清
時
代
・
十
七
〜
十
八
世
紀

�	
端
渓
水
巖
匏
瓠
硯	

清
時
代
・
十
七
〜
十
八
世
紀

�	

端
渓
水
巖
長
方
硯	

清
時
代
・
十
七
〜
十
八
世
紀

�	

澄
泥
鱔
魚
黄
蓬
萊
硯	

南
宋
〜
元
時
代
・
十
三
世
紀

�	

歙
州
龍
尾
仔
石
硯	

清
時
代
・
十
八
～
十
九
世
紀

墨�	

九
錫
玄
香
墨
　
羅
小
華
作	

明
時
代
・
十
六
世
紀

�	

経
之
墨
　
汪
中
山
作	
明
時
代
・
十
六
世
紀

�	

七
香
図
墨
　
方
于
魯
作	

明
時
代
・
十
六
〜
十
七
世
紀

�	

玉
蘭
墨	

明
時
代
・
十
六
〜
十
七
世
紀

�	

芝
九
茎
墨
　
程
君
房
作	

明
時
代
・
十
六
〜
十
七
世
紀

�	

『
程
氏
墨
苑
』	

明
時
代
・
十
六
世
紀

■
展
示
室
1
前
室

�	

重
要
文
化
財
　
愛
染
明
王
坐
像	

★
　
鎌
倉
時
代
・
十
三
世
紀


